

















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































 An\\'cndlln~ eiηcs 
V
 erm(' gCllS 
h
士
r¥'orgeh
t.
11. 
E
h
k
o
m
m
c
n
，
 da
s
 
:1n
弓
V
c
r
m
'
i
g
c
n
巧nhstratcn
fli
何
日
t)
(
¥
V
.
 Britzclll
l
1yr. 
V
C
l
・111
・1只巴
nste:le
1'
eclcr 
N
a
c
h
-
la
同
stcncr?
10i~O. 
S. 
1
)
 
〈
常
的
)
C
 ，
¥Vagllcr; 
D
i
e
 1I iihcrhclastn
l1只
f
l1nclicrtcr
B
印
iiger，
(Rritzellllayr; 
a. 
a，
 
O. 
~， 
1ー
り
ハ
詰
4
〉
ハ註
5
〉
〈
詑
G
V
エ
l
ベ
ル
じ
は
一
宮
ふ
「
確
定
所
得
と
は
柏
々
久
敷
縦
続
し
、
経
湾
に
封
し
て
可
な
リ
の
安
定
性
L
m
(
へ
、
人
的
州
労
働
ι
関
係
寸
ろ
こ
と
小
/
く
、
白
ら
一
真
新
す
ろ
所
の
所
得
で
あ
ろ
o
反
之
、
京
確
定
所
得
は
附
労
働
力
に
よ
り
て
の
み
牧
得
ぜ
ら
あ
、
所
得
に
し
て
、
牧
待
者
の
疾
病
・
老
衰
・
死
亡
に
依
り
て
影
響
か
受
げ
、
又
は
是
等
の
局
に
み
山
〈
消
失
す
ろ
所
の
所
得
で
あ
る
0
」
(
巴
見
ゲ
ロ
円
m
h
h
f
戸・
0
・閉山・
5
3
E
o
ア
イ
じ
ホ
ル
ン
も
亦
日
く
「
確
定
所
得
と
は
自
由
に
底
分
し
得
ペ
ミ
マ
財
産
の
所
有
よ
り
生
す
ろ
も
の
に
し
て
、
牧
得
者
の
勤
労
な
く
し
て
成
立
す
る
所
得
T
Zふ
。
不
確
定
所
得
と
は
其
牧
得
に
常
設
経
沼
主
般
の
方
面
に
が
、
げ
る
何
等
の
財
産
も
協
力
す
あ
こ
と
只
純
m
m
h
ト
ろ
勤
升
の
所
物
と
し
て
呪
は
九
、
所
得
た
一
苫
ふ
0
」
つ
〈
・
同
一
n
r
r
c
g
一
口
r
z
§
2
σ
ο
-
z
z
z
p
z
r
ュ2
り
ふ
ノ
¥
、
一
d討
の
N
=ね
O
L
5・円
r
L
一『乙二つ
m
g
p門
出
担
門
司
2
2・=・一【門}]。・
ω・
ω
叶〉
早
回
ル
も
亦
日
く
「
未
踏
定
所
得
は
人
的
併
m
L某
礁
と
L
て
牧
得
ぜ
ら
れ
れ
ろ
所
得
に
し
て
、
確
定
所
得
は
所
有
存
基
礎
と
寸
ろ
所
得
で
あ
ろ
0
」ハ出
-zoニ一回りさ
Z
Sち
ら
の
『
町
一
三
口
恒
三
Z
O
己主
Z
P
Eは
・
∞
-z-P〉
と
u
国
-XNの
]
E
P
}
w
-
J
D
・2
・
0
・∞・
ω
勤
川
町
所
得
、
所
有
所
得
・
或
は
確
定
所
得
・
不
確
定
所
得
の
分
類
た
な
す
論
者
も
雨
者
の
分
界
明
確
な
ら
ざ
ろ
は
之
ら
認
め
る
ω
宅
ル
口
一
宮
ふ
「
正
確
に
し
て
科
早
的
に
非
難
の
打
ち
所
な
与
勤
労
所
得
・
所
宥
所
得
の
分
類
は
理
論
上
曜
か
に
達
す
る
為
得
、
台
ろ
所
で
あ
ろ
o」
rPHo--一
p
o
z
o
g
o
u
-
-
・
0
・∞・
5
3と
。
一
見
に
宅
W
は
「
確
定
所
得
と
不
確
定
所
得
と
の
限
界
は
曜
定
の
程
度
種
々
な
ろ
潟
‘
明
確
に
答
へ
叉
積
極
的
に
表
呪
す
ろ
与
符
な
い
」
〈
足
。
]
ご
円
。
r
『ゲロ円]】唱
P
・p
・
0
・∞
ω
φ
U
〉
と
。
エ
I
ぺ
h
w
b
J
勺
亦
日
く
「
不
確
定
所
得
と
雌
、
安
定
性
わ
け
、
又
年
々
に
高
低
少
く
、
機
績
性
が
興
へ
ら
れ
、
妹
に
恩
給
の
結
合
す
ろ
場
合
に
は
、
漸
次
確
定
所
得
に
注
づ
く
は
勿
論
で
あ
ろ
)
(
同
一
三
高
『
m
・
p
-
P
・
O
-
m山・
5
4
)
F
F」
Q
さ
れ
ぽ
是
m
一
一
干
の
論
者
、
叫
北
九
の
何
れ
に
も
民
ぜ
ダ
ろ
も
の
と
し
て
、
混
合
所
得
又
は
牛
確
定
所
得
p
o
g
u
n
E巾
出
え
-
Z
F
E
E
E，
Z
同一三
3
2
5
g
〉
な
る
も
の
た
認
め
る
の
で
あ
ろ
。
財
産
税
の
基
礎
概
念
七
商
業
主
経
済
八
ロ
生
活
費
控
除
を
理
由
と
す
る
不
確
定
所
得
の
否
認
一
ヘ
プ
リ
ッ
ヰ
ノ
ェ
ル
マ
イ
ル
氏
の
所
論
の
検
討
)
ル
マ
イ
ル
は
労
働
者
所
得
の
算
定
に
蛍
り
て
は
勢
働
の
生
産
費
と
し
て
其
生
活
費
を
控
除
す
べ
き
こ
と
を
主
張
し
、
之
を
以
て
不
確
定
所
得
否
認
の
根
践
と
し
て
ゐ
る
ハ
詑
1
1
プ
リ
ッ
チ
此
論
、
果
し
て
正
常
な
り
や
3
併
せ
て
其
他
の
草
者
の
所
持
一
酬
を
も
批
判
し
つ
』
考
察
す
る
で
あ
ら
う
。
ウ
イ
ン
ク
-
フ
!
は
所
得
を
定
義
し
て
臼
く
「
所
得
と
は
個
人
の
合
計
年
度
に
於
て
費
用
控
除
の
後
.
現
官
的
牧
入
と
し
て
流
入
す
る
所
の
経
済
債
値
の
総
額
を
云
ふ
」
(
詰
2
〉
と
コ
ロ
ッ
ツ
も
亦
生
産
費
控
除
を
以
て
所
得
算
定
の
傑
件
と
な
し
、
持
働
所
得
に
於
て
控
除
す
べ
き
生
産
費
の
内
に
は
次
の
如
、
き
も
の
を
皐
け
て
ゐ
る
。
郎
、
付
労
働
者
並
に
其
家
族
の
主
活
維
持
費
・
労
働
不
能
並
に
失
業
の
場
合
に
封
す
る
殻
備
金
教
育
資
金
の
利
子
並
に
其
償
却
に
封
す
る
費
用
・
遺
族
の
扶
助
金
・
葬
式
費
用
・
老
衰
に
依
る
不
生
産
時
代
に
封
す
る
積
立
金
・
労
働
材
料
及
作
業
場
調
淫
資
金
(
雇
主
が
労
働
者
に
之
を
供
せ
ざ
る
場
合
)
・
努
働
場
所
へ
の
往
復
費
是
で
あ
る
(
詰
3
v
。
モ
ル
は
ロ
ッ
ツ
の
右
の
所
論
を
駁
す
る
に
シ
ャ
ン
ツ
の
午
一
一
プ
ゼ
引
用
し
て
「
斯
く
す
る
時
然
し
乍
ら
、
事
責
上
労
働
所
得
の
大
部
分
が
は
弊
働
所
得
の
大
部
分
は
消
滅
す
べ
し
」
ハ
詰
4
)
と
な
し
た
。
消
滅
す
れ
ば
と
τ、
ロ
ッ
ツ
の
所
論
を
否
定
す
る
論
践
と
は
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
叉
ポ
ピ
ッ
ツ
の
如
く
川W
峨
(
品
養
"
住
居
等
に
依
る
所
の
労
働
、
倒
所
得
並
に
川
間
労
力
補
充
の
三
者
が
相
互
に
加
何
な
る
関
係
に
在
り
や
は
催
定
し
能
は
ざ
る
が
故
に
生
活
維
持
費
は
所
得
獲
得
費
用
を
構
成
す
る
も
の
に
非
?
と
す
る
が
如
き
、
技
術
上
の
不
能
を
以
て
否
定
せ
ん
と
す
る
は
吾
人
の
採
ら
ざ
る
所
で
あ
る
ハ
詰
5
)
コ
肢
に
ア
ダ
ム
、
ス
ミ
ス
は
機
械
の
生
産
費
と
労
働
の
生
産
費
と
を
同
視
し
て
日
く
「
高
債
な
る
機
械
を
装
置
す
る
に
首
つ
て
は
、
其
消
耗
す
る
迄
に
鍔
さ
る
可
き
異
常
の
仕
事
は
此
機
械
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
資
本
h-(
少
く
共
通
常
利
潤
と
共
に
)
回
牧
す
べ
し
と
期
待
さ
れ
る
筈
で
あ
る
Q
多
大
の
労
働
と
時
間
と
を
以
て
、
兵
常
の
器
用
と
熟
練
と
を
要
す
る
職
業
に
封
す
る
教
育
を
受
け
た
る
人
は
.
斯
か
る
高
位
な
る
機
械
の
一
に
比
し
得
る
で
あ
ら
う
。
彼
の
習
得
す
る
仕
事
は
通
常
持
働
の
普
通
貨
銀
以
上
に
、
命
少
く
共
日
疋
と
等
債
な
る
資
本
の
通
常
利
潤
と
共
に
共
教
育
費
全
部
を
償
ふ
可
し
と
期
待
さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
此
は
機
械
に
於
い
て
は
其
比
較
的
確
責
な
る
存
続
期
間
を
考
慮
す
る
と
同
様
に
、
人
間
に
於
て
も
其
生
命
の
甚
に
不
確
買
な
る
期
間
を
考
慮
し
て
、
合
理
的
な
る
時
間
内
に
行
は
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
ヘ
註
6
)
と。
ア
l
ヒ
、
小
ル
も
亦
持
働
の
生
産
費
争
重
要
視
す
る
J
彼
は
凡
て
の
労
働
は
容
観
的
に
計
量
せ
ら
れ
た
る
経
済
偵
値
を
有
す
る
も
の
と
な
し
、
之
を
持
働
の
容
観
的
費
用
債
値
(
同
2
5
2
2
)
と
云
ひ
、
叉
労
働
の
代
償
そ
以
て
其
牧
盆
債
位
(
同
丘
町
山
間
2
2ろ
と
名
付
け
た
。
而
し
て
回
全
労
働
の
費
用
債
値
と
牧
盆
債
値
と
が
相
償
ふ
場
合
が
理
想
的
以
態
で
あ
る
。
新
る
場
合
、
牧
盆
依
位
は
労
働
設
用
と
其
利
子
と
を
支
賦
す
る
に
足
ら
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
J 
叉
日
く
「
精
神
妙
働
の
主
た
る
費
用
は
一
方
青
年
時
代
・
車
生
時
代
に
於
け
る
教
育
費
に
し
て
、
他
方
創
財
産
税
の
基
礎
概
念
九
商
業
と
経
済
O 
遣
時
代
に
於
け
る
生
活
維
持
費
で
あ
る
。
」
(
詑
7
〉
と
。
思
ふ
に
労
働
所
得
に
於
て
控
除
す
べ
き
費
用
は
主
と
し
て
所
得
獲
得
に
要
す
る
費
用
で
あ
る
。
さ
れ
ば
習
練
に
要
し
に
る
資
本
の
利
子
並
に
償
却
に
針
す
る
費
用
'
労
働
材
料
及
作
業
場
調
達
資
金
・
労
働
場
所
へ
の
往
復
費
用
の
如
き
は
控
除
す
べ
き
投
用
に
属
す
べ
き
は
明
か
で
あ
る
つ
只
持
働
者
の
生
活
維
持
提
は
之
を
控
除
す
可
き
や
否
や
。
若
し
労
働
者
の
生
計
設
控
除
の
み
を
認
め
、
非
労
働
所
得
者
の
生
計
費
控
除
を
認
め
ぎ
る
時
は
年
金
叉
は
貯
蓄
金
・
利
子
等
に
依
り
僅
か
に
生
計
を
維
持
す
る
者
の
負
携
増
加
し
、
不
公
平
と
な
る
で
あ
ら
う
。
殊
に
所
得
が
本
亦
、
人
的
観
念
た
る
に
忠
ひ
至
る
時
は
(
註
8
U
労
働
所
得
者
に
於
て
は
生
活
費
の
控
除
を
認
め
、
非
労
働
所
得
者
に
於
て
は
之
を
認
め
ざ
る
事
の
失
常
な
る
を
知
り
得
る
で
あ
ら
う
。
確
定
所
得
に
於
て
も
、
不
確
定
所
得
に
於
て
も
、
其
所
得
の
算
定
に
常
り
で
は
生
産
A
設
を
控
除
す
る
J
而
し
て
雨
所
得
の
生
産
費
の
中
に
は
生
活
費
は
之
を
包
含
せ
ざ
る
も
の
と
解
す
る
つ
前
述
の
如
く
プ
リ
ッ
イ
ナ
ェ
ル
マ
イ
ル
は
川
労
働
の
生
産
費
と
し
て
生
活
廷
を
控
除
す
べ
き
こ
と
を
以
て
不
確
定
所
得
の
否
認
の
根
践
と
す
る
J
私
は
労
働
生
産
費
と
し
て
の
生
活
費
の
控
除
に
は
反
針
す
る
3
然
し
乍
ら
不
確
定
所
得
の
観
念
は
プ
リ
ッ
ヰ
ノ
ヱ
ル
マ
イ
ル
氏
の
所
一
況
の
如
く
之
を
否
認
す
る
も
の
で
あ
る
コ
立
べ
理
山
は
弐
に
遁
べ
る
ο
e 
(
詑
1
)
出円一円
NO]
自
主
円
一
白
・
ロ
・
0
・
ω・
4
・
ハ
詰
2
〉
メ
J
J〈一
3w一2
q
r
E芝山『
Z
Hヴロ「}戸。
R
E
P
P
Z
J
J
w
一回
mgm口プロ『斥口一∞
-
H
〈・
5
2・
ω
・
ω
己〉
(誌
8
〉
/
〈
・
円
C
門N
一町一
E
d
N
J
司一明凶
gmnrpp.5H4・
主
∞
!
立
0
・
ハ
詑
4
〉
己
o
一
一]〕円。
Z
O
E
O
-
u
・ロ・
0
・∞
-z。lH-MH
・
〈
詰
5
〉
}
三
だ
の
一
E
P
Qご
P
・P
・
0
・∞
-
u
・
(
詰
G
V
〉
-
m
b
E
一
子
一
〉
戸
H
Z
z
r・)ニロ
C
【一
5
F
H
E
円o
c
-
H
L
C
E
L
F
M印
C
『作一戸¥/〈内
h
v
r
r
c
『
ど
え
E
5
・〈
c
一・]・
2
5
)
-
M
-
ハ
花
Y
〉
円
・
〉
『
の
ゴ
ロ
2
・一己
2
J
J
J
ユ門
H
2
ぬ
u
g
z
m
g
k〆『ゲ山一ご
z
一二】
ω
凶O
Z
O
門日『
HJ2・
〔
戸
口
}
州
国
主
主
翌
日
記
号
山
口
5
5
5
d
C
H
E
z
-
9
r
「
内
』
喝
さ
誌
乙
2
3
一円川門}】『一
P
L
2
H
v
d
w
m
L
門戸門・「
5
L
目
出
回
目
ど
古
田
〉
但
本
杭
は
民
『
一
円
N
o
r
5
1
w
p
・ロ・
0
・
∞
・
。
ー
ァ
に
掠
ぁ
。
(
詰
い
り
〉
伊
政
久
秋
氏
論
文
「
所
得
概
念
の
吟
味
」
(
商
栄
と
経
済
第
十
一
年
第
一
般
所
故
〉
泰
昭
…
u
J、
所
得
の
永
続
性
・
安
定
性
よ
り
見
た
る
不
確
定
所
得
の
否
認
総
定
所
得
と
不
確
定
所
得
と
を
匝
分
す
る
に
所
得
の
永
績
性
並
に
安
定
性
の
有
無
を
以
て
せ
ん
と
す
る
は
如
何
。
此
の
区
分
方
法
も
亦
不
幸
に
し
て
股
味
な
る
守
充
が
れ
な
い
。
査
、
確
定
所
得
は
常
に
必
ホ
ノ
永
絞
性
と
安
定
性
を
有
し
、
不
限
定
所
得
は
常
に
必
宇
雨
性
を
有
せ
?
と
一
慨
に
断
定
す
る
を
得
な
い
っ
所
謂
確
定
所
得
に
於
て
之
を
見
る
に
、
例
へ
ば
同
じ
く
地
主
の
所
得
た
る
も
、
其
小
作
料
牧
入
は
凶
作
の
年
に
於
て
は
小
作
人
の
経
済
的
困
難
の
匁
不
確
定
と
な
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
を
起
さ
る
h
が
如
き
場
合
、
安
定
性
を
失
ふ
場
合
が
あ
る
。
定
期
金
年
金
の
如
き
も
、
訴
訟
献
労
働
所
得
に
於
て
も
永
続
性
・
安
定
性
は
必
ム
ダ
し
も
一
様
で
は
な
い
。
例
へ
ば
官
吏
の
所
得
は
賃
銀
労
働
清
の
所
得
に
比
し
て
永
続
性
も
あ
り
、
安
定
性
も
あ
る
。
労
働
者
賃
銀
に
於
て
は
井
、
永
絞
性
と
安
定
牲
と
は
締
結
せ
ら
れ
に
る
契
約
並
に
景
気
の
如
何
財
産
税
の
基
礎
概
念
商
業
と
経
済
に
よ
り
て
愛
化
す
る
。
限
間
町
滞
護
士
に
於
て
は
顧
客
関
係
の
多
少
"
良
否
の
梓
一
度
に
従
ひ
、
業
所
得
の
態
様
も
程
々
と
な
る
の
名
聾
噴
々
に
る
殿
町
'm偉
大
な
る
皐
者
・
一
流
の
続
護
士
の
努
働
所
得
が
株
主
の
不
弊
所
得
よ
り
も
遥
か
に
確
賢
な
る
こ
と
は
屡
々
存
す
る
所
で
あ
る
。
克
に
労
働
所
得
と
不
労
所
得
と
の
混
同
の
場
合
を
見
る
つ
若
し
企
業
者
が
自
己
所
有
の
土
地
叉
は
資
本
を
投
じ
て
企
業
を
行
ふ
場
合
、
労
働
所
得
に
る
部
分
と
不
労
所
得
た
る
部
分
と
は
共
に
多
く
の
要
素
に
依
存
す
る
も
の
な
る
が
故
に
、
永
続
性
と
安
定
性
の
程
度
如
何
は
一
定
せ
中
、
常
に
二
重
の
牧
盆
の
可
能
性
と
共
に
、
叉
二
重
の
損
失
の
可
能
性
が
並
存
す
る
誇
で
あ
る
。
，
必
?
し
も
資
本
と
労
働
力
と
の
比
率
が
決
定
的
と
な
る
の
で
は
な
い
(
詑
1
〉。
個
人
企
業
の
場
合
は
資
本
の
大
小
よ
り
も
寧
ろ
企
業
者
の
人
格
・
手
腕
が
決
定
的
な
る
役
割
を
演
中
J
る
事
多
く
、
資
本
の
分
量
が
常
に
所
得
の
安
定
性
を
決
す
る
も
の
で
は
な
い
。
由
自
疋
観
之
、
所
謂
限
定
所
得
は
常
に
必
ム
ダ
永
続
性
a
安
定
性
を
有
し
、
所
謂
不
限
定
所
得
は
常
に
必
宇
雨
性
を
有
せ
・
?
と
断
定
す
る
事
の
不
可
能
な
る
を
知
る
。
印
ち
、
昨
定
所
得
、
不
限
定
所
得
の
区
別
は
寧
ろ
之
を
排
し
、
強
度
確
定
所
得
，
弱
度
限
定
所
得
と
云
ふ
を
正
し
と
す
る
所
以
で
あ
る
。
従
っ
て
猫
逸
諮
問
ナ
者
の
如
く
限
定
所
謂
守
重
課
す
る
や
以
て
財
産
税
存
在
の
理
由
と
な
す
は
失
信
で
あ
る
。
然
ら
ぱ
財
産
税
存
在
の
理
由
何
れ
に
在
り
や
。
(註
1
)
国
三
[
N
O
一口】白一
V
4
・h
f
口・
c・m
-
H
C
財
産
税
の
根
披
凡
そ
課
税
の
程
度
は
給
付
能
力
の
程
度
に
依
り
て
定
ま
る
。
財
産
税
存
在
の
理
由
は
財
産
所
有
の
事
賓
が
給
付
能
力
φ
倍
増
大
せ
し
む
る
が
故
で
あ
る
u
る
も
の
で
は
な
い
。
財
産
も
亦
給
付
能
力
の
標
準
と
な
る
ハ
詰
1
1
給
付
能
力
の
大
小
は
所
得
の
み
に
依
り
て
決
せ
ら
る
若
し
所
得
の
み
が
給
付
能
力
の
標
準
な
り
と
す
れ
ば
牧
盆
を
供
せ
ざ
る
財
産
例
へ
ば
賓
石
貴
金
原
庭
園
・
固
ま
日
の
如
き
を
所
有
す
る
者
は
全
く
給
付
能
力
無
き
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
若
し
新
種
財
産
の
所
有
者
は
牧
盆
を
獲
得
せ
ざ
る
が
故
に
給
付
能
力
無
し
と
論
中
る
な
ら
。
は
、
何
時
に
で
も
其
財
産
を
頁
却
し
、
例
へ
ば
有
償
詮
券
の
如
き
牧
盆
財
産
を
購
入
す
る
こ
と
に
よ
り
て
大
な
る
所
得
を
創
造
し
得
る
事
に
考
へ
及
ば
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
往
時
農
業
枇
舎
に
於
1
は
財
産
は
粗
雑
乍
ら
給
付
能
力
の
唯
一
な
る
標
準
で
あ
っ
た
3
漸
時
、
祉
舎
に
分
化
が
行
は
れ
て
、
財
産
を
以
て
生
活
す
る
階
級
の
み
な
ら
宇
所
得
よ
り
生
活
を
維
持
す
る
階
級
を
生
じ
た
。
資
本
よ
り
利
子
を
得
る
者
並
に
財
産
よ
り
牧
盆
を
得
る
者
に
比
し
て
、
俸
給
叉
は
賃
銀
を
得
る
者
は
全
く
、、、
漸
時
、
財
産
の
所
有
よ
り
も
財
産
の
生
産
力
が
給
付
能
力
を
有
せ
ざ
る
者
と
云
ふ
能
は
ざ
る
に
至
っ
た
。
給
付
能
力
計
量
の
支
配
的
要
素
に
る
に
至
つ
に
。
給
付
能
力
の
主
要
標
準
は
財
産
よ
り
所
得
へ
と
移
動
し
た
。
さ
れ
ば
と
て
所
得
の
み
が
唯
一
の
給
付
能
力
の
標
準
大
る
も
の
と
云
ふ
を
得
な
い
。
現
代
に
於
財
産
税
の
某
礎
概
念
商
業
と
経
済
四
て
も
所
得
と
共
に
財
産
は
依
然
、
給
付
能
力
の
偲
準
と
な
す
を
得
る
J
若
し
所
得
の
大
小
の
み
に
留
意
し
.
財
産
所
有
を
無
視
す
る
に
於
て
は
給
付
能
力
の
査
定
は
一
方
的
に
し
て
不
充
分
な
る
を
発
が
れ
ざ
る
も
の
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
コ
故
に
所
得
税
と
財
産
税
と
は
相
野
立
す
べ
き
も
の
に
し
て
、
決
し
て
を
以
て
他
に
代
ふ
る
を
得
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
査
、
所
得
税
は
所
得
課
税
を
目
的
と
し
、
財
産
税
は
財
産
所
有
な
る
事
賢
に
封
し
課
税
す
る
も
の
に
し
て
自
ら
其
目
標
の
分
か
る
』
も
の
あ
る
が
故
で
あ
る
パ
誌
の
乙
。
さ
れ
ば
フ
ッ
ク
ス
も
云
ふ
「
現
代
財
産
税
に
於
け
る
主
要
烈
は
財
産
の
牧
盆
に
存
す
る
に
非
守
し
て
、
財
産
を
所
有
す
る
か
、
所
有
せ
ざ
る
か
に
存
す
る
」
ハ
詑
3
〉
と
。
買
に
財
産
課
税
の
根
嫁
は
財
産
所
有
と
云
ふ
軍
な
る
事
責
に
存
す
る
も
の
に
し
て
、
其
財
産
が
牧
盆
を
生
守
る
や
否
や
も
敢
て
問
ふ
所
で
は
な
い
(
詰
4
v
o
ペ
ス
ラ
l
も
云
ふ
「
財
産
税
の
概
念
は
給
付
能
力
の
重
要
概
念
を
考
ふ
る
こ
と
な
く
し
て
は
考
ふ
る
能
は
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
給
付
能
力
の
観
念
は
主
位
を
考
慮
せ
や
ノ
し
て
は
考
へ
得
ぎ
る
も
の
な
る
が
故
に
、
主
観
的
要
素
と
共
に
考
へ
ら
る
可
き
も
の
で
あ
り
客
観
的
に
而
し
て
正
確
に
計
ら
れ
七
る
大
さ
と
し
て
見
ら
れ
得
る
も
の
で
は
な
い
。
」
(
註
5
〉
と
。
既
に
財
産
税
が
給
付
能
力
を
捕
捉
せ
ん
と
す
る
に
あ
る
以
上
、
財
産
税
は
本
来
人
税
で
あ
る
と
云
は
ね
ば
な
ら
な
い
〈
詑
G
V
o
遺
産
税
(
Z
R
E
自
主
2
0
5
を
以
て
財
産
税
に
代
ふ
る
の
可
否
如
何
、
デ
ィ
l
チ
ヱ
ル
は
遺
産
税
を
以
て
財
産
税
の
的
変
形
で
あ
る
と
な
し
て
ゐ
る
〈
註
7
Y
遺
産
税
は
事
資
に
於
て
遺
産
の
一
部
を
租
税
と
し
て
取
去
る
も
の
に
し
て
、
遺
産
取
得
税
(
F
E王山一一三
2
2
)
の
如
く
、
親
等
の
遠
近
は
問
題
と
な
り
能
は
.
ざ
る
も
の
で
あ
る
d
さ
れ
ば
シ
ャ
ン
ツ
は
云
ふ
一
財
産
税
と
し
て
い
毎
年
小
額
宛
課
税
す
る
に
代
へ
て
死
亡
に
際
し
て
一
時
に
比
率
に
相
蛍
す
る
額
を
取
る
を
得
る
。
若
し
人
が
平
均
三
十
年
課
税
ぞ
受
く
る
も
の
と
す
れ
ば
、
年
O
ノ
ω
乃
才
a
・f-
止
ま
一
hr
り
ま
長
。
ι
プ
圧
ノ
O
二
日
左
す
る
コ
。日
uh--E
ヲ
A
1
p
t
-
H
L
H
H
M
-
2
1
4
一
主
σ
/
l
十
f
、仕
I
J
3
司
印
も
、
財
産
税
が
一
皮
に
支
抑
は
る
』
も
の
と
な
る
0
.
〈
註
ピ
リ
〉
と
J
愈
々
財
産
税
と
相
続
税
と
の
接
近
を
知
る
を
得
る
。
雨
者
の
異
な
る
所
は
、
財
産
税
に
於
て
は
其
賦
課
は
一
時
的
に
し
て
所
有
財
産
の
増
減
に
依
り
て
増
減
し
村
山
に
愛
動
性
を
有
す
る
も
の
な
る
に
、
遺
産
税
に
於
て
は
非
、
賦
課
は
人
の
生
涯
の
最
後
に
存
す
る
財
産
に
封
し
匁
さ
る
L
の
み
に
し
て
、
其
財
産
が
人
の
坐
涯
を
通
じ
て
存
し
た
る
や
、
或
は
蹴
く
生
命
の
最
後
に
至
り
て
獲
得
せ
ら
れ
に
る
や
は
敢
て
問
ふ
所
で
は
な
い
口
さ
れ
ば
租
税
が
給
付
能
力
に
比
例
す
べ
き
も
の
と
す
る
原
則
に
鑑
み
る
時
は
、
遺
-
産
税
を
以
て
財
・
産
税
に
代
ふ
る
は
公
正
な
る
方
策
で
は
な
い
。
若
し
遺
産
税
を
以
て
財
産
税
に
代
ふ
る
時
は
.
人
の
一
生
中
財
産
が
不
畿
な
り
し
も
の
と
の
仮
定
を
承
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
で
あ
ら
う
。
ハ
詑
1
〉
何
放
に
財
産
所
右
者
は
給
付
能
力
有
け
と
認
む
ろ
た
待
ろ
れ
「
。
思
ふ
に
何
通
話
の
欣
態
に
於
て
は
財
産
の
は
得
者
口
時
来
に
封
す
ろ
摂
一
慮
よ
り
免
が
れ
て
お
ろ
d
即
、
伎
は
失
業
@
疾
病
・
老
衰
・
死
亡
等
特
別
な
あ
支
出
島
嬰
寸
ろ
所
の
事
件
に
封
し
、
労
働
所
得
の
牧
得
者
の
如
く
之
島
廷
慮
す
ろ
の
必
要
企
く
無
く
或
は
現
肢
の
桂
皮
若
し
く
軽
少
で
あ
ろ
ο
翠
、
緊
急
な
ろ
場
合
口
財
産
た
安
却
す
る
岳
符
ろ
。
故
に
例
へ
ば
生
命
保
険
ι加
入
し
て
是
等
の
一
平
件
に
即
位
ル
致
す
が
如
、
き
要
は
少
し
と
し
な
げ
れ
町
な
ら
な
い
Q
瓦
之
‘
持
制
所
得
の
収
得
者
は
生
命
た
附
加
し
て
の
川
町
的
ル
局
す
劫
合
が
わ
リ
、
保
険
加
入
の
如
き
手
段
た
誹
ず
る
こ
と
が
紹
財
産
税
の
基
礎
概
念
一
五
商
業
と
経
済
一
六
野
的
必
要
と
な
ろ
o
ハ
出
「
一
言
己
H
H
6
1
w
p
・
p・
。
・
∞
-
H
3
仰
財
産
よ
り
生
?
九
所
得
の
高
が
停
働
生
活
者
の
所
得
の
高
と
同
額
な
リ
と
す
ろ
も
、
財
置
所
有
者
に
が
、
て
は
職
業
選
搾
の
内
由
な
ろ
特
権
在
有
寸
ろ
o
即
、
自
己
の
趣
味
噌
好
に
従
ひ
、
開
立
的
に
職
業
牛
選
探
す
ろ
の
自
由
が
詐
さ
れ
労
働
力
と
人
格
と
の
不
可
分
的
結
合
よ
り
生
?
ろ
労
問
所
得
の
収
得
者
に
比
す
れ
げ
鶏
術
的
並
に
科
皐
的
晴
好
奇
込
求
す
ろ
こ
と
与
件
ろ
0
〈
出
ユ
ロ
巳
5
4ご
子
勾
・
。
・
∞
-
E
1
5・]出
c
一一一円。
r
L
5
Y
D・P
・
O-
∞・
3
h
v
-
m
w
一
見
に
財
庄
課
税
の
根
践
と
し
て
プ
リ
ッ
チ
ェ
ル
マ
イ
ル
は
日
く
「
能
定
所
得
の
収
得
者
に
封
[
て
は
物
質
的
並
に
精
神
的
満
足
の
生
活
は
財
産
品
財
法
と
し
て
費
消
す
ろ
に
決
し
士
ろ
瞬
間
に
典
へ
ら
ろ
o
」
(
切
ユ
定
己
ヨ
ミ
コ
ロ
・
h
F
・
O
-
∞・
5
・V
と。
前
「
財
産
」
な
ろ
語
が
既
に
給
付
詑
力
か
表
示
す
ろ
も
の
な
ろ
事
に
閲
し
て
は
本
稿
攻
節
詰
6
4宮
照
U
モ
ル
ロ
呪
代
財
・
斥
耽
は
二
個
の
仮
定
私
某
調
と
し
て
成
立
す
ろ
も
の
で
よ
円
ろ
と
し
て
白
ろ
。
即
ち
、
何
給
付
抱
力
の
基
準
大
ろ
も
の
は
所
得
の
み
に
止
ま
ら
す
、
財
・
尿
も
亦
悲
準
と
な
ろ
こ
と
。
的
経
定
所
得
の
収
得
者
は
労
働
所
得
の
牧
得
者
に
比
し
て
立
(
経
許
生
活
に
於
て
優
れ
れ
ろ
、
、
と
u
の
二
者
品
以
て
財
庄
枕
成
立
の
基
調
と
し
℃
ぬ
ろ
0
(
出
・
足
。
ニ
ユ
h
rユ
En--
ロ
-
u
・
c-
∞・
2‘
H
l
u
h
u
・U
悲
は
モ
ル
の
第
二
の
保
件
六
ろ
躍
定
所
得
収
得
者
が
経
済
生
活
に
於
て
優
れ
て
お
ろ
事
が
財
産
品
以
て
給
付
能
力
の
某
準
ム
」
寸
ろ
四
一
出
の
一
で
あ
ろ
pr
考
へ
あ
。
セ
リ
ゲ
マ
シ
は
米
関
各
州
に
於
げ
ろ
財
庄
税
の
般
廃
品
械
力
主
民
寸
ろ
。
即
ち
日
く
「
財
出
此
枕
の
廃
止
よ
リ
し
マ
生
守
ろ
世
一
円
惑
わ
リ
と
寸
ろ
も
、
立
(
忠
円
恐
穴
ろ
立
〈
存
置
よ
リ
生
ず
ろ
中
心
u
恕
に
比
寸
れ
ぼ
幌
タ
で
あ
ろ
と
断
言
!
符
ろ
o
」
ハ
〉
-mEqg口
二
川
間
百
万
一
-
d
叶門戸三一一
S
H
O
U
H
・勺
-
O
H
〉ム」
O
受
日
く
「
呪
行
財
産
税
は
明
か
に
叱
化
社
A
v
r，
於
て
知
ら
ろ
、
視
耽
の
内
、
最
悪
の
も
の
で
あ
ろ
。
其
は
有
形
財
と
共
に
無
形
財
九
課
税
ぜ
ん
と
す
ろ
も
の
な
る
が
故
に
課
税
に
於
げ
ろ
重
要
法
則
れ
ス
統
一
、
平
等
並
に
普
遍
牛
傷
付
げ
て
ゐ
ろ
u
l
-
-其
は
給
付
詑
力
の
最
小
な
ろ
も
の
与
没
も
章
一
課
し
、
或
人
に
封
し
て
は
二
重
に
課
税
L
、
又
或
人
に
到
し
て
は
兎
耽
す
ろ
ο
二
一
一
日
に
し
て
云
へ
ば
財
庄
枕
は
荏
し
く
不
週
常
に
し
て
其
存
在
は
只
無
知
又
は
怠
慢
に
依
リ
て
の
み
部
設
!
得
ら
ぁ
、
の
み
で
あ
る
u
斯
枕
は
大
な
ろ
不
正
の
起
因
士
ろ
が
故
に
巽
琵
平
又
は
扱
肢
は
凡
て
の
政
治
家
並
に
平
地
一
家
の
強
調
寸
ち
所
で
あ
ろ
」
3
0
z
m
gロ
ロ
ロ
V
E
-
-
Y
S
〉
と
o
彼
の
披
底
の
主
張
は
中
心
祝
と
し
て
の
財
産
税
に
封
し
て
y
わ
る
o
蓋
、
米
国
各
州
に
於
げ
る
財
産
税
は
政
府
牧
入
の
最
も
重
要
な
ろ
部
分
岳
占
め
給
付
能
力
は
専
ら
財
産
の
み
に
依
ψ
て
計
量
ぜ
ら
ろ
、
が
如
司
会
、
観
守
主
し
て
お
ろ
o
さ
れ
ば
彼
日
く
「
二
人
の
工
場
所
有
主
在
リ
て
甲
は
多
く
の
時
間
島
利
用
し
て
大
な
ろ
利
潤
在
得
.
乙
は
何
等
の
利
潤
た
侍
ナ
し
て
工
場
島
問
鋭
ぜ
ざ
ろ
岳
得
ざ
ろ
に
至
ろ
。
二
人
の
地
主
の
内
、
甲
は
進
歩
ぜ
ろ
生
産
方
法
に
依
リ
て
大
な
ろ
収
益
岳
得
、
乙
は
同
日
中
仙
位
の
土
地
ル
利
用
す
ろ
も
天
候
不
順
の
潟
、
北
〈
生
底
力
遥
か
に
小
で
あ
ろ
ω
二
人
の
資
本
家
の
内
、
甲
は
財
産
品
投
資
し
て
大
な
ろ
和
潤
た
得
、
乙
は
同
鮪
の
財
産
た
企
業
に
投
じ
て
其
利
潤
少
し
。
斯
か
ろ
場
合
に
給
付
龍
力
は
財
産
に
従
ふ
と
な
す
は
設
け
な
ろ
こ
L
明
白
で
わ
ろ
0
」
3
0
5
5
5・
二
E
勺・
2
〉
と
Q
良
に
氏
の
言
の
如
〈
給
付
能
力
の
標
準
品
計
量
す
ろ
に
財
産
の
み
た
以
て
す
ろ
・
・
と
の
設
け
な
ろ
事
、
恰
か
も
其
の
標
準
奇
計
量
す
ろ
に
所
得
の
み
た
以
て
す
ろ
こ
と
の
設
け
り
な
ろ
が
如
〈
で
あ
ろ
。
故
に
氏
の
主
涯
は
中
心
祝
と
し
て
の
財
産
税
の
披
底
に
し
て
、
所
得
税
又
は
牧
盆
税
と
並
立
l
て
財
産
税
岳
存
置
ゼ
し
む
ろ
は
敢
℃
具
論
な
き
所
と
考
へ
ら
れ
あ
o
査
、
氏
は
無
収
益
財
産
の
課
税
は
之
島
容
認
し
て
臼
く
「
人
の
生
活
程
度
は
常
に
可
な
リ
正
確
に
彼
の
所
得
に
比
例
す
ろ
も
の
な
ろ
が
散
に
、
或
粧
の
支
出
が
人
の
所
符
の
大
股
の
某
準
恥
示
す
が
如
く
J
射
程
特
殊
財
産
|
|
ハ
無
収
益
財
庄
た
指
す
〉
り
課
枕
は
相
羽
的
所
得
計
設
の
間
接
的
方
法
と
考
へ
ら
ろ
0
」ハ∞。一
.GE-二
一
点
ら
・
?
の
C
)
と
Q
セ
シ
セ
シ
も
使
用
財
産
に
到
す
ろ
謀
説
た
論
難
し
て
「
斯
租
財
産
に
封
す
ろ
課
税
は
困
難
多
く
、
生
活
必
要
最
低
額
た
控
除
ぜ
る
後
に
於
て
口
課
税
ぜ
ら
ろ
、
財
産
高
口
小
と
な
り
、
徴
祝
賀
大
と
な
る
o
又
徴
税
者
に
依
ろ
札
向
調
査
は
困
難
に
し
て
、
納
税
者
に
取
リ
て
は
不
便
で
あ
る
ご
と
す
ろ
も
夏
に
語
た
次
で
日
く
「
他
方
よ
リ
見
れ
ぽ
斯
程
財
産
は
貨
幣
的
所
得
は
小
で
あ
ろ
が
、
之
島
所
有
す
る
の
事
貨
が
宮
島
有
す
る
二
と
在
示
し
、
従
っ
て
給
付
能
力
た
去
は
す
も
の
で
あ
ろ
。
」
(
勺
-
H
O
己
目
。
ロ
山
町
S
Z
2
5
。『
市
Z
Z芯
町
一
口
門
戸
口
2
w
H
C
U
-
M
勺・
ω
記
}
)
と
ο
ハ
諮
り
ニ
徒
っ
て
「
補
完
枕
」
と
一
宮
ふ
場
合
に
於
げ
ろ
「
補
充
」
は
祖
税
制
度
に
於
て
所
得
税
在
中
心
と
L
、
財
産
税
た
従
大
ろ
の
地
位
大
ら
し
、、
む
ろ
の
な
誌
で
あ
る
o
財
庄
就
か
財
産
所
有
よ
り
生
ず
あ
所
符
た
捕
捉
す
ろ
と
云
ふ
意
義
に
於
て
所
符
枕
の
「
前
充
」
と
な
る
の
で
財
産
税
の
基
礎
概
念
七
〈註
δ
〉
〈註
4
) 商
業
と
経
済
一
入
は
な
い
。
さ
れ
ぽ
財
産
の
評
債
は
越
市
債
絡
に
依
る
ぺ
く
収
益
悦
椅
に
依
ろ
.
へ
き
も
の
で
は
な
い
。
蓋
.
牧
盆
償
佐
に
依
ろ
時
は
、
財
陸
枕
守
し
て
、
所
得
税
の
理
論
に
飴
リ
に
接
逗
ぜ
し
む
ろ
.
、
と
、
な
あ
。
町
口
同
・
〈
国
ロ
コ
仏
σロの
r
円山内川町開
EPHdN44一印田口
出の
y
p
p
H
W・一口・
]5凶叶・∞-一戸∞。
)0
従
っ
て
「
財
産
税
日
財
産
所
有
よ
り
些
?
ろ
所
得
ι封
寸
ろ
附
随
的
負
捨
と
宥
ら
あ
べ
与
、
で
あ
る
u
」
ハ
ヨ
c
ロ
2
門聞の一目。〈
2
ヨ
α
・
沼
田
σ
2
2
2
2
m
〈
C
「
E
H
L
E口}戸【】
O
E
同『内向。・
E
E広三一向仏
S
ロ
2
Z岳
ο
一】列。一の
r
o
p
ロ
-
u
ω
叶
・
但
本
稿
は
国
江
戸
N
O
Z
E
G
『
hf
2
・
0
・mL
・
5
に
按
ろ
〉
と
潟
す
が
如
さ
、
又
大
内
兵
術
氏
の
如
く
「
之
島
経
沼
理
論
に
悶
げ
ぼ
財
庄
の
高
と
所
得
町
市
と
は
凶
厳
密
に
は
比
例
し
な
い
Q
そ
れ
故
に
或
意
味
で
は
こ
の
枕
(
財
産
税
与
指
す
〉
は
本
質
的
に
資
本
主
義
的
正
義
に
合
L
な
い
の
で
あ
ろ
が
、
所
得
り
計
量
が
必
然
に
不
正
確
な
呪
代
に
お
い
て
は
財
産
に
よ
ろ
所
得
の
選
定
の
力
炉
直
接
に
所
得
た
推
定
す
ろ
よ
り
も
公
平
ro」
ハ
同
氏
著
「
財
政
阜
大
制
中
径
四
一
五
頁
」
と
帰
す
は
何
れ
も
賛
し
件
ざ
ろ
所
で
あ
ろ
叫
財
底
枕
の
目
標
は
財
庄
島
以
て
所
得
た
捕
捉
ぜ
ん
と
す
る
ι在
ろ
の
で
は
な
く
、
早
な
ろ
財
産
所
有
が
給
付
能
力
有
リ
と
す
ろ
り
で
あ
ろ
。
プ
リ
ッ
チ
ム
ル
マ
イ
山
げ
は
財
産
税
の
侠
貼
は
財
産
よ
リ
の
牧
盆
た
抑
制
此
す
ろ
島
市
付
ざ
ろ
-
、
と
に
存
す
と
す
あ
0
(
F
r
o
-
E
h
Q『u
p
p・
c
-
m
L
・
5
l
H
G
)
然
し
乍
ら
私
は
牧
益
保
…
き
財
産
の
存
ず
ろ
事
が
却
っ
て
所
得
税
と
相
到
し
て
斯
枕
存
在
り
必
要
た
語
ろ
も
の
で
あ
ろ
と
考
へ
ろ
。
宅
か
も
亦
戦
後
に
於
て
財
産
課
税
が
無
牧
盆
財
産
へ
の
投
貨
品
防
ぐ
目
的
に
向
げ
ら
れ
士
ろ
た
指
摘
し
て
お
ろ
。
(
V円
C
}
ご
勺
5
σ
.
O
E
O
-
m
-
D
・
O
-
F
Eウ
パ
ス
テ
l
プ
ル
も
「
財
産
が
給
付
詑
力
之
政
治
一
・
に
非
ざ
ろ
・
・
と
が
快
鮎
で
あ
ろ
u
或
程
の
(
口
川
口
他
の
も
の
よ
り
も
其
牧
盆
が
小
/
い
。
或
場
合
に
は
文
出
島
生
ナ
ろ
場
合
が
あ
ろ
0」
ハ
戸
H
W
5
5
2
0
u
H
i
F
H
E
R
E
-
t
E
n
c
-
さ
出
・
匂・
5
3
と
一
エ
ひ
、
ぬ
っ
て
「
課
税
し
符
べ
き
は
の
分
量
た
計
り
、
之
島
配
分
寸
υ
ろ
は
不
可
詑
で
あ
る
o」
(
出
'
F
m
g
E
2
5
5
・
同
)
・
告
。
)
と
し
JI
財
産
税
か
牧
盆
枕
並
ι所
得
税
へ
の
謎
化
岳
山
口
同
然
と
し
て
白
ろ
0
〈
F
E
P
σ
-
o
n
王
子
℃
・
h
c
l
h
H
〉
由
民
に
氏
の
言
の
如
く
財
産
の
侭
位
の
え
小
と
、
牧
盆
の
大
小
と
日
比
例
す
ろ
も
の
で
は
な
い
。
似
位
え
に
し
て
牧
益
小
な
ろ
あ
り
、
牧
盆
火
に
し
て
債
値
小
な
ろ
あ
ろ
で
あ
九
、
フ
o
只
、
給
付
能
刀
は
牧
錠
又
は
所
得
の
み
に
依
リ
て
計
ろ
可
き
で
な
く
、
所
有
財
産
の
低
値
の
大
小
も
亦
ペ
詰
5
〉
給
付
龍
刀
の
標
準
と
な
ろ
と
一
宮
ふ
の
で
あ
る
Q
毛
ル
は
「
牧
盆
財
庄
と
無
牧
盆
財
産
は
或
程
度
迄
均
勢
の
取
れ
ざ
ろ
も
の
で
あ
ろ
。
此
貼
日
於
て
、
公
平
な
ろ
課
税
か
潟
す
に
解
決
[
符
ざ
ろ
困
難
が
庄
?
ろ
o
」
「
甲
は
無
牧
盆
財
産
、
乙
は
収
益
財
産
在
所
有
す
あ
場
合
、
給
付
能
力
江
如
何
に
し
て
公
平
に
表
呪
1
得
ろ
れ
こ
と
云
ふ
0
(
昌
三
一
一
円
岳
『
ぎ
の
}
ご
ロ
-
P
・
O
・-・
8
♂
牧
益
財
産
の
牧
盆
に
封
し
て
は
牧
益
枕
・
所
得
税
り
存
す
ろ
わ
リ
、
之
等
の
租
税
と
相
封
立
し
て
財
産
償
値
に
従
ふ
財
産
地
ら
存
置
せ
し
め
ん
と
す
ろ
に
在
ち
。
プ
リ
ッ
チ
L
U
マ
イ
ル
の
日
ふ
が
如
く
別
荘
・
庭
問
・
建
築
用
土
地
の
如
、
さ
偵
値
わ
ろ
財
産
が
牧
盆
た
供
ぜ
rろ
は
其，
r享
紫
の
目
的
に
出
づ
ろ
と
、
投
機
の
目
的
に
出
づ
ろ
と
か
問
は
ず
所
有
者
の
意
志
に
依
れ
ろ
も
の
な
ろ
に
、
之
島
免
税
す
ろ
は
甚
し
く
公
正
に
反
す
ろ
0
〈同町一円
N
O
一E
h
q
コ
ロ
・
ぉ
・
0
・
ω・
∞
。
)
賀
際
に
が
、
て
も
一
の
財
産
が
牧
盆
財
産
な
り
や
無
牧
盆
財
産
な
り
P
L判
一
定
す
ろ
は
困
難
な
あ
揚
合
が
あ
ろ
o
同
一
財
産
も
其
が
使
用
に
供
ぜ
ら
ろ
、
時
は
免
税
ぜ
ら
れ
、
替
業
に
用
ひ
ら
ろ
、
時
は
課
税
ぜ
ら
ろ
、
に
於
て
は
、
其
財
産
の
本
質
上
何
れ
に
用
ひ
ら
ろ
注
。
諌
め
決
定
し
能
は
ぢ
ろ
場
合
は
甚
し
く
困
難
た
生
す
ろ
Q
例
へ
ぽ
地
金
銀
・
武
重
品
の
如
告
は
、
者
修
用
に
も
生
産
用
に
も
供
ぜ
ら
れ
得
ぺ
く
、
又
一
の
俺
用
方
法
よ
け
他
の
使
用
方
法
へ
援
一
丸
す
る
・
」
左
th
可
能
で
あ
ろ
υ
ア
ダ
ム
ス
は
同
額
の
財
産
と
雌
、
主
(
枇
合
的
債
値
奇
異
に
す
ろ
も
の
あ
ろ
に
、
同
等
に
課
税
す
ろ
事
が
財
産
税
の
侠
貼
の
一
と
す
ろ
。
即
ち
財
庄
は
枇
合
的
意
義
と
個
人
的
意
義
と
や
有
す
ろ
も
の
と
な
し
、
財
産
の
職
能
は
其
使
用
が
間
人
に
興
ふ
ろ
の
満
足
に
止
ま
ら
ず
、
其
使
用
に
依
り
て
枇
合
と
呼
応
ろ
、
協
同
位
の
進
歩
に
貢
献
す
ろ
に
在
ろ
が
故
，
ド
、
財
・
廷
の
穂
類
に
依
り
，
差
別
的
に
課
税
す
べ
し
と
す
ろ
Q
(
〉
F
5
2
5
.
L・℃・
2
C〉
然
し
乍
ら
、
凡
そ
財
産
税
は
給
付
能
力
の
捕
捉
た
以
て
目
的
'
と
す
ぺ
く
、
若
し
ア
ダ
ム
ス
氏
の
如
く
解
ろ
時
口
、
所
得
税
に
於
丈
も
亦
各
所
得
の
枇
合
的
俄
値
に
依
り
て
類
別
与
設
げ
ざ
あ
可
か
ら
さ
ろ
に
至
ろ
で
あ
ら
う
。
問
・
ロ
31-m円
山
間
三
E
m
u
s
d
z
z
-
m
2
z
m
E
O「
/
ぺ
O二
一
口
色
町
同
門
】
ozzn}】
巾
ロ
〈
0
2
Z
C
L
2
5
σ
巾
出
戸
日
z
m門口
-
d
(間半
o
z
g
}
σ
乙
g
tの一
L
'
E
己
z
z
p
Z
2
2叩
ロ
山
・
出
子
]
H
F
H
G
N
U
-
〉
但
本
稿
は
居
。
一
一
一
円
mr
手
5
r
-
P
P
・
O-
∞・
8ω
に
按
ろ
。
財
産
税
の
基
概
概
念
九
商
業
と
経
済
二
O
f、
詑
¥ノ
米
図
各
川
に
於
て
は
人
税
に
が
、
げ
ろ
人
的
観
念
が
鑓
化
し
て
財
法
就
が
物
耽
と
な
リ
っ
、
あ
ろ
o
m…
し
完
全
に
物
税
と
な
り
了
ら
ず
し
て
班
想
と
賀
際
と
の
矛
盾
混
乱
在
見
っ
、
あ
ろ
と
云
ふ
。
課
税
に
営
り
、
個
人
的
事
情
と
し
て
御
前
か
加
へ
つ
、
あ
ろ
目
、
宗
設
的
関
巾
あ
ろ
財
t
h
・
老
人
・
病
人
・
寡
婦
の
財
産
・
家
具
・
足
具
並
ι技
術
者
の
泣
具
の
如
ミ
ず
で
あ
ろ
O
E
R
C
仏戸内
[
{
O
ロ
宮
司
Z
Z
片
岡
一
E
ロ
5
】。
ω
。・つ
-
H
C
U
l
H
G
C
)
〈の
-
H
V
Z
Y
コ
切
に
人
税
士
ろ
以
上
生
活
維
持
に
要
す
ろ
所
の
も
の
は
免
税
ぜ
ら
ろ
可
く
、
立
、
税
率
も
果
逃
と
す
ぺ
、
き
で
あ
ろ
。
間
活
州
の
三
分
の
ニ
は
累
進
・
卒
ら
課
L
っ
、
あ
リ
と
云
ふ
0
(
出『一円
N
ユE
3・H・
P
-
デ
向
時
代
に
依
リ
て
は
都
市
防
衛
の
目
的
た
以
て
軍
備
用
馬
・
武
器
の
如
、
き
免
耽
ぜ
ら
れ
、
或
は
杭
氏
奨
剛
の
局
、
家
屋
。
土
地
が
問
酌
ら
加
へ
ら
れ
L
事
わ
リ
と
云
ふ
o
ハE
C
一
r
r
J
Z宮内
}
r
P
・D
・
0
・
∞
・
目
。
)
口
・
口
一
の
門
月
一
γ
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E
n
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Y
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3
m
g
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Z
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N
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E
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o
一}内山戸、
r
t円一=コ一一円}】ぬの
S
a
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H
P
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出
2
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H
C
C
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但
本
稿
は
出
E
E
C
-
E
m
q
ご
ぉ
・
υ
・0
・
∞
・
ロ
に
按
ろ
。
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ω・
ω同
〉
(註
7
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〈
詑
S
〉
。・
ω岳
山
口
N
山
口
m
E
Q
芝山『古『
σ
z
n
y
(
}
2
∞
Z
'
Z芝山凶刊口出円『江戸
2
・
H
H
H
H
Y
E
-
-
H
O
。。・∞
-
H
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u
串・
四
財
産
と
所
得
と
の
限
界
モ
ル
は
「
財
産
は
所
得
の
概
念
に
針
立
す
る
。
然
ら
ば
財
産
税
と
所
得
税
と
も
亦
相
封
立
す
る
も
の
に
し
て
、
租
税
給
付
を
完
全
に
捕
捉
す
る
現
代
制
度
に
於
て
相
互
に
補
足
し
、
各
般
密
に
境
界
を
定
め
ら
る
可
き
課
税
目
的
を
有
す
る
租
税
で
あ
る
)
」
(
詰
I
〉
と
云
ふ
J
す
る
所
と
に
相
違
す
る
ニ
と
、
呉
に
モ
ル
の
午
一
一
日
の
如
く
で
あ
る
。
財
産
税
の
目
標
と
す
る
所
と
、
所
得
税
の
目
標
と
然
し
乍
ら
、
資
際
に
於
て
、
雨
税
の
目
的
七
る
財
産
と
所
得
と
は
其
匝
別
明
確
な
ら
ざ
る
場
合
が
あ
る
。
直
接
税
設
展
の
跡
を
見
る
も
、
近
代
的
意
義
に
於
け
る
財
産
税
の
存
在
す
る
以
前
に
於
て
は
、
財
産
税
の
範
鳴
に
も
、
所
得
税
の
範
時
に
も
属
せ
ざ
る
特
殊
の
租
税
が
存
し
に
。
中
世
に
於
て
は
貸
付
資
本
に
於
て
は
利
子
禁
止
が
存
し
、
動
産
は
牧
盆
を
供
せ
.
ざ
る
も
の
と
し
て
取
扱
は
れ
仁
。
き
れ
ば
ヵ
i
ル
H
プ
ュ
ツ
ノ、
ー
に
従
へ
ば
中
世
狐
逸
諸
都
市
に
於
て
は
金
銀
、
商
品
・
手
工
業
用
道
具
・
家
音
の
如
、
ぎ
動
産
は
資
本
債
値
に
従
っ
て
、
不
動
産
の
み
は
牧
盆
償
値
に
従
っ
て
汗
.
偵
し
、
之
を
一
括
し
て
課
税
す
る
租
税
が
存
し
た
ハ
註
2
v
o
斯
く
て
、
中
世
に
於
て
は
財
・
産
と
所
得
と
を
針
立
せ
し
め
示
、
雨
者
の
混
合
的
性
質
争
有
す
る
も
の
に
封
し
課
税
し
、
現
代
の
如
く
財
産
の
み
を
統
一
的
に
課
税
す
る
こ
と
は
未
に
存
し
な
か
っ
た
の
で
あ
る
つ
i斬
中
世
租
税
制
度
に
於
て
立
法
者
が
人
の
経
湾
的
給
付
能
力
を
捕
捉
せ
ん
と
す
る
や
、
統
一
的
財
産
税
の
慨
念
を
一
の
範
時
と
し
て
整
頓
す
る
こ
と
が
努
力
せ
ら
れ
た
。
買
に
経
法
的
給
付
能
力
を
捕
捉
す
る
こ
と
が
中
世
組
税
規
則
の
目
標
に
し
て
、
叉
現
代
財
産
税
の
目
標
で
も
あ
る
ハ
詑
3
)
。
然
ら
ば
現
代
に
於
け
る
課
税
せ
ら
る
可
き
財
産
の
立
義
如
何
〈
註
4
)
、
財
産
の
意
義
に
関
し
て
は
所
設
阪
々
に
る
錦
、
叉
一
は
宜
際
上
の
必
要
よ
り
し
て
立
法
者
は
財
産
の
概
念
に
限
界
を
奥
ふ
る
の
必
要
を
生
中
る
d
ロ
ッ
ツ
は
財
産
を
解
し
て
一
ー
人
の
官
や
ら
な
る
支
配
力
の
行
は
る
λ
貨
倣
巾
叉
は
貨
常
以
外
の
財
の
貨
倣
山
低
値
.
並
に
其
人
に
屈
す
る
北
九
他
の
椛
利
の
貨
常
債
値
よ
り
負
債
額
を
控
除
せ
る
も
の
で
あ
る
。
」
ハ
註
δ
〉
と
す
る
。
財
産
税
の
目
標
と
す
る
所
に
牧
盆
財
産
大
る
と
、
無
牧
盆
財
産
た
る
と
は
之
を
問
は
ざ
る
事
前
財
産
税
の
基
礎
概
念
商
業
と
経
済
述
の
加
し
と
せ
ば
財
産
は
ロ
ッ
ツ
の
解
す
る
が
如
く
最
も
炭
義
に
解
し
て
差
支
な
き
こ
と
ゐ
な
る
。
rm 
3と
す
る
に
人
の
所
有
す
る
所
の
多
程
多
様
な
る
財
産
を
還
元
す
る
に
、
統
一
的
尺
度
た
る
貨
幣
債
値
冶
以
て
し
、
似
て
其
人
の
給
付
能
力
の
一
方
面
を
計
量
せ
ん
と
す
る
の
で
あ
る
〈
註
6
1
然
ら
ば
財
産
と
所
得
と
の
限
界
如
何
。
-
プ
ッ
、
ン
ェ
「ず
ツ
ヘ
ル
は
云
ふ
「
所
得
と
財
産
と
の
雨
概
念
に
於
け
る
重
要
な
る
相
互
関
係
は
財
産
観
念
並
に
財
産
計
算
の
基
礎
が
牧
盆
と
所
得
と
で
あ
る
と
云
ふ
こ
と
に
依
り
て
奥
へ
ら
れ
る
而
し
て
牧
盆
と
所
得
と
は
規
則
的
に
財
産
並
に
共
財
・
産
の
利
用
よ
り
流
入
す
る
も
の
で
あ
る
。
吾
人
は
財
産
を
以
て
所
得
の
源
泉
と
見
る
と
共
に
、
同
様
に
所
得
を
以
て
財
産
の
源
泉
と
見
る
の
で
あ
る
印
ち
、
財
・
産
は
資
本
化
せ
ら
れ
に
る
所
得
に
し
て
、
叉
将
来
の
所
得
の
現
在
使
値
で
あ
る
。
」
ハ
詰
7
〉
と
。
印
ち
、
労
働
所
得
も
或
程
度
の
確
貫
性
を
帯
び
る
に
至
る
時
は
一
部
分
資
本
化
せ
ら
れ
従
っ
て
財
産
と
な
る
も
の
で
あ
る
つ
プ
リ
ッ
チ
ル
マ
イ
ル
は
此
聞
の
事
情
を
説
明
し
て
日
く
、
「
故
に
顕
著
な
る
労
働
所
得
は
財
産
構
成
に
於
て
高
き
給
付
能
力
の
認
め
ら
る
h
も
の
に
し
て
、
此
結
果
此
に
高
き
給
付
能
力
は
新
し
く
構
成
せ
ら
れ
た
る
財
産
に
至
り
て
止
ま
り
、
他
方
、
所
得
よ
り
財
産
を
構
成
す
る
の
事
買
は
勢
働
所
得
の
高
き
給
付
能
力
-
い
封
す
る
抑
止
と
な
り
得
る
」
(
詑
8
〉
止
、
各
図
に
於
け
る
租
税
法
に
於
で
は
常
に
所
得
と
財
産
と
の
何
分
を
試
み
来
り
た
る
が
.
経
済
的
に
は
此
限
界
を
定
む
る
事
は
不
可
能
に
局
す
る
。
さ
れ
ば
所
得
と
財
産
の
匝
分
に
於
て
は
プ
リ
ッ
ヰ
ノ
エ
ル
マ
イ
ル
の
如
く
地
理
墜
上
の
術
語
た
る
地
帯
(
の
5】
N
N20一
の
観
念
を
借
用
す
る
が
合
目
的
的
な
る
が
如
く
で
あ
る
(
註
9
Y
故
に
此
地
帯
内
に
於
り
る
所
得
よ
り
の
財
産
構
成
、
並
に
財
産
よ
り
の
所
得
流
入
は
事
宜
上
の
限
界
と
云
は
ん
よ
り
は
、
寧
ろ
時
間
上
の
限
界
で
あ
る
と
云
は
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
っ
而
し
て
斯
く
構
成
せ
ら
れ
た
る
財
産
は
或
は
生
産
用
に
供
せ
ら
れ
、
或
は
消
費
に
供
せ
ら
る
』
事
と
な
る。
付
労
働
所
得
に
封
す
る
所
得
税
は
財
産
を
構
成
す
る
以
前
に
於
け
る
労
働
所
得
を
捕
捉
し
、
所
得
税
を
控
除
せ
る
後
に
残
る
所
得
は
或
は
資
本
化
せ
ら
れ
、
又
は
消
費
に
供
せ
ら
る
h
事
と
な
る
。
故
に
此
の
場
合
資
本
化
に
依
り
て
新
し
く
構
成
せ
ら
る
』
財
産
は
、
院
に
課
税
せ
ら
れ
た
る
所
得
よ
り
成
る
も
の
で
あ
る、
而
し
て
此
所
得
に
依
り
て
構
成
せ
ら
れ
た
る
財
産
が
、
夏
に
叉
新
に
所
得
を
提
供
す
る
場
合
は
、
此
所
得
が
叉
再
び
所
得
税
在
課
せ
ら
れ
る
。
財
産
に
よ
り
て
新
し
く
提
供
せ
ら
る
h
所
得
は
労
働
所
得
の
見
地
よ
り
観
れ
ば
、
財
産
所
有
よ
り
流
入
す
る
附
随
的
な
る
所
得
に
し
て
、
過
去
に
於
て
は
州
労
働
を
其
起
因
と
す
る
所
得
で
あ
る
従
っ
て
所
得
税
と
財
産
と
の
交
互
作
用
の
行
は
る
』
地
帯
の
範
固
に
於
て
之
在
者
れ
ば
、
所
得
は
或
程
度
の
確
定
性
あ
る
が
潟
に
財
産
が
構
成
せ
ら
れ
而
し
て
、
構
成
せ
ら
れ
に
る
財
産
は
所
有
な
る
事
賀
存
す
る
が
故
に
財
産
税
を
課
せ
ら
る
』
と
云
ふ
結
論
を
生
ホ
ノ
る
。
財
産
税
は
新
し
く
構
成
せ
ら
れ
た
る
財
産
在
基
従
と
し
て
其
所
有
に
封
し
て
課
税
す
る
も
の
な
る
に
、
他
方
に
於
て
所
得
税
は
此
財
産
税
の
基
礎
概
念
商
業
と
経
済
二
回
る
事
と
な
る
。
財
産
よ
り
流
入
す
る
所
得
が
全
所
得
を
培
大
す
る
と
云
ふ
事
A
買
に
因
り
て
呆
注
卒
を
以
て
重
課
せ
ら
る
(
註
1
〉
(
註
コ
〉
(
詑
3
〉
(
註
4
〉
(
註
5
〉
(註
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〉
(
註
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詑
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誌
リ
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一
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u
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プ
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グ
ヤ
並
に
ザ
グ
セ
ン
に
於
げ
ろ
財
産
耽
に
問
し
財
庄
は
一
定
。
昨
貼
に
於
て
一
人
の
支
出
力
の
下
に
在
ろ
経
湾
財
〈
陪
貨
な
ろ
擢
利
守
合
め
て
〉
に
し
て
、
貨
幣
俄
値
の
統
一
的
約
数
与
以
て
還
元
し
、
是
よ
り
負
依
た
控
除
L
K
ろ
も
の
と
解
ぜ
ら
れ
、
其
千
分
率
が
財
古
川
枕
と
し
て
徴
収
ぜ
ら
れ
れ
の
で
あ
ろ
u
〈
足
。
一
ご
町
『
c
z
o
g
o
h
f
h
H
・
C-
∞
・
。
ぃ
〉
毛
ル
日
之
島
説
明
し
て
日
く
「
財
庄
は
貨
幣
に
て
計
算
ぜ
ら
れ
十
い
る
同
種
金
額
の
合
計
に
し
1
、
車
一
な
る
数
に
て
呪
は
れ
、
外
丸
上
金
く
徹
底
L
K
ろ
明
瞭
な
ろ
怠
設
で
あ
ろ
Q
」ハ
E
3
=
一
-
3
0
2
0
2
0
勾
・
h
F
・
O
-
∞・。
u
)
と
。
円
。
古
一
デ
ロ
・
0
・
ω・
μ
引い・
宅
ル
パ
「
財
庄
」
な
ろ
詰
の
本
来
的
意
義
は
経
済
的
給
付
能
力
島
町
品
議
す
ろ
も
の
に
し
て
可
能
川
内
-
〕
5
2〉
・
能
力
ハ
同
E
「
円
)
・
能
力
〈
pr。
r
c
L
一
可
ふ
と
す
ろ
。
前
サ
シ
グ
l
の
辞
書
舟
引
用
し
「
何
等
か
お
局
し
.
何
等
か
の
作
用
品
及
ぼ
す
所
の
一
事
物
の
可
能
力
」
で
あ
ろ
と
し
、
財
政
革
上
に
於
げ
ろ
財
庄
の
宮
北
と
日
常
用
語
上
に
於
げ
ろ
財
庄
の
意
義
と
は
一
致
す
と
一
宮
つ
℃
お
ろ
ο
(
恒
三
-
h
F
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2
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五
財
産
枕
に
於
け
る
斡
嫁
財
産
税
に
於
て
縛
嫁
は
可
能
な
り
や
v
従
っ
て
納
税
者
以
外
の
者
に
依
り
て
斯
税
の
負
捻
が
行
は
る
る
や
。
此
の
問
題
は
財
産
税
の
研
究
に
取
り
て
重
要
で
あ
る
。
蓋
、
宕
し
時
嫁
が
行
は
る
h
と
す
れ
ば
研
究
の
結
果
を
本
質
的
に
竣
更
す
る
の
影
響
を
奥
ふ
る
が
故
で
あ
る
〈
註
1
)
。
前
惑
の
如
く
財
産
税
は
人
税
で
あ
る
。
従
っ
て
租
税
主
躍
は
其
財
産
の
朕
態
を
愛
夏
す
る
こ
と
、
例
へ
ば
凶
内
資
本
を
図
外
資
本
に
代
ふ
る
が
如
、
き
方
法
φ
倍
以
て
す
る
も
財
産
税
を
免
か
る
』
能
は
.
ざ
る
も
の
で
あ
る
。
さ
れ
ば
今
日
一
般
的
な
る
見
解
に
依
れ
ば
財
産
税
に
於
て
は
蒔
嫁
は
稀
に
し
て
甚
し
く
困
難
と
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
フ
エ
ル
デ
ス
、
ミ
ル
ト
シ
ユ
1
4
リ
ダ
マ
ン
何
れ
も
縛
嫁
の
行
は
る
』
事
困
難
叉
は
不
可
能
で
あ
る
と
し
て
ゐ
る
ハ
註
リ
乙
。
然
し
乍
ら
俄
令
、
課
せ
ら
れ
た
る
財
産
税
の
全
部
の
轄
嫁
は
可
能
な
ら
宇
と
す
る
も
、
一
小
部
分
の
碍
嫁
の
可
能
性
は
充
分
考
へ
ら
る
』
所
で
あ
る
。
若
し
例
へ
ば
土
地
所
有
に
針
し
他
の
財
産
の
所
有
に
比
し
て
特
に
重
課
す
る
場
合
あ
り
と
す
れ
ば
.
其
震
に
農
産
物
の
債
格
は
高
ま
ら
ざ
る
を
得
な
い
。
特
に
或
種
財
産
を
重
認
す
る
が
如
き
は
溺
逸
に
於
て
は
行
は
る
』
所
に
非
ざ
る
も
、
米
国
に
於
て
は
州
に
依
り
で
は
財
産
に
恒
別
を
設
け
不
動
産
の
所
有
は
産
業
に
投
下
せ
ら
れ
た
る
其
他
の
財
産
よ
り
も
重
課
せ
ら
る
』
財
産
税
の
基
礎
概
念
二
五
商
業
と
経
済
二
六
場
合
が
存
す
る
の
で
あ
る
ハ
註
・
ょ
っ
仮
令
、
斯
く
の
如
く
一
部
財
産
を
特
に
重
課
す
る
が
如
き
事
行
は
れ
ざ
る
場
合
と
雄
、
財
産
税
は
資
本
税
と
等
し
く
常
に
現
存
資
本
を
減
少
せ
し
む
る
の
結
果
を
資
ら
す
も
の
な
る
が
故
に
、
財
産
よ
り
生
宇
る
生
産
物
の
債
格
に
愛
化
を
及
一
以
す
も
の
な
る
は
否
定
し
難
き
所
で
あ
る
。
ペ詰
4
〉
以
上
は
牧
盆
財
濯
の
場
合
で
あ
る
が
、
不
生
産
的
財
産
、
例
へ
ば
奔
一
修
ロ
叩
総
書
・
貴
金
属
品
庭
園
其
他
消
費
財
に
於
て
は
如
何
。
セ
リ
グ
マ
ン
は
「
例
へ
ば
総
書
・
賓
石
の
如
き
者
修
口
聞
の
永
久
的
所
有
者
に
課
せ
ら
る
』
租
税
は
其
の
所
有
者
の
み
之
を
賃
携
し
、
他
人
は
之
を
負
捻
し
な
い
。
l
l
躍
に
快
脚
本
の
潟
に
所
有
す
る
の
み
に
し
て
販
頁
を
目
的
と
せ
ざ
る
も
の
、
叉
は
生
産
.
牧
盆
の
何
れ
に
も
使
用
せ
ら
れ
ざ
る
も
の
は
日
記
、
資
本
に
非
干
し
て
、
斯
く
の
如
、
ぎ
財
産
に
封
す
る
租
税
は
碍
嫁
す
る
こ
と
が
な
い
。
」
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グ
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ン
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云
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如
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新
税
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賦
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既
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す
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の
み
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考
ふ
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は
行
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れ
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新
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す
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財
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需
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財
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来
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能
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い
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よ
り
課
税
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需
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仲
縮
性
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富
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あ
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が
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若
し
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園
に
於
て
財
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産
税
が
創
設
せ
ら
れ
た
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と
せ
ば
、
自
動
車
を
財
摩
.
と
し
て
所
有
す
る
事
は
不
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盆
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な
る
が
故
に
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需
要
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限
し
、
財
産
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動
車
販
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業
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・
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叉
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働
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携
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に
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る
ゐ
事
、
他
の
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税
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比
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て
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困
難
な
る
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距
み
難
き
所
で
あ
る
。
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